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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
三
分
で
！
ダ
マ
さ
れ
な
い
た
め
の
『
歴
史
・
経
済
の
教
科
書
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
５
１
Ｊ

【
作
者
名
】

　
怒
満
坊

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
モ
ル
ガ
ン
…
学
校
で
習
う
歴
史

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
、
闇
の
歴
史
。
彼
ら
が
織
り
成
す
、
歴
史
に
、
光
を
当

て
る
。
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序
筆
者
の
ネ
ー
ム
の
由
来
は
、
「
怒
り
満
ち
る
坊
」
だ
。

　
「
坊
」
は
、
夏
目
漱
石
の
「
坊
ッ
ち
ゃ
ん
」
か
ら
い
た
だ
い
た
。

　
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
筆
者
は
、
い
つ
も
ぷ
ん
ぷ
ん

し
て
い
る
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
、
ペ
ン
を
も
た
せ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
筆
者
」
だ
。

　
お
サ
ル
の
住
む
国
日
本
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
自
殺
大
国
で
あ
る
。

　
年
間
三
万
人
が
死
ん
で
い
る
。

　　
戦
争
で
す
か
…
？
？

　
セ
カ
ン
ド
・
イ
ン
パ
ク
ト
の
予
兆
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
で
の
死
者
が
、
た
し
か
、
３
３
万
人
ほ
ど

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
十
年
も
す
れ
ば
、
自
殺
者
数
＞
原
爆
死
者
数
　
と
な
る
わ
け
だ
。

　　
政
治
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　
人
は
、
ど
こ
か
ら
か
生
ま
れ
て
、
い
つ
し
か
死
ん
で
ゆ
く
。

　
死
ん
だ
後
の
世
界
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
を
明
か
す
の
が
宗
教
ら
し
い

が
、
宗
教
は
商
売
で
あ
る
。

　
政
治
の
本
質
は
、
こ
の
よ
う
な
「
渡
世
の
場
」
で
あ
る
社
会
に
お
い
て
、
誰

も
が
安
ら
か
に
過
ご
し
て
い
け
る
社
会
を
築
く
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
？
？

　
自
然
界
は
、
我
々
に
厳
し
い
。
裸
一
つ
で
生
ま
れ
て
く
る
人
間
に
、
雨
風
は
、

我
々
の
身
体
に
容
赦
な
く
荒
れ
狂
う
。

　
そ
こ
で
、
「
衣
・
食
・
住
」
を
、
我
々
は
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
が
、
社
会
だ
ろ
う
。
人
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
自
然
と
共
存
し

な
が
ら
も
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
有
機
的
世
界
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ま
あ
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
思
う
の
だ
。

　
こ
れ
っ
て
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
か
と
？
？

　
何
が
こ
ん
な
に
、
こ
れ
を
難
し
く
す
る
の
だ
？
？

　
何
が
こ
ん
な
に
、
自
殺
者
を
増
や
す
の
か
？
？

　
こ
ん
な
疑
問
を
感
じ
た
読
者
の
方
よ
、
筆
者
と
と
も
に
、
違
う
人
間
の
歴
史

を
紐
解
い
て
見
よ
う
で
は
な
い
か
。
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善
悪
に
主
義
思
想
な
し
（
前
書
き
）

「
過
度
な
社
会
主
義
は
、
全
体
主
義
で
あ
り
、
過
度
な
資
本
主
義
は
、
帝
国
主

義
で
あ
る
」
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善
悪
に
主
義
思
想
な
し

　
社
会
主
義
・
共
産
主
義
に
つ
い
て
語
ろ
う
。

　
現
在
、
こ
の
経
済
制
度
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、

　
・
中
国

　
・
北
朝
鮮

　
・
ベ
ト
ナ
ム

　
・
ラ
オ
ス

　
・
キ
ュ
ー
バ

　
で
あ
る
。

　
実
質
、
中
国
は
、
資
本
主
義
国
家
で
あ
ろ
う
。

　
過
度
の
情
報
規
制
は
、
独
裁
主
義
で
あ
り
、
情
報
の
規
制
な
ど
と
い
う
も
の

は
、
我
ら
が
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
主
義
国
家

特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
い
ま
だ
に
貴
族
制
度
が
現
存
し
、
貴

族
の
子
息
は
、
２
１
歳
に
な
れ
ば
、
自
動
的
に
、
議
員
に
な
れ
る
。
こ
れ
が
、

民
主
主
義
の
実
態
で
あ
る
。
「
理
想
」
と
「
現
実
」
は
、
水
と
油
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
球
上
に
、
報
道
の
自
由
な
ど
は
な
い
。

　
あ
る
と
す
れ
ば
、
卑
猥
な
ポ
ル
ノ
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
一
種
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
で
あ
る
。

　
彼
ら
の
標
語
は
、
「
映
画
・
Ｓ
Ｅ
Ｘ
・
麻
薬
」
で
あ
る
。
「
カ
ル
ト
宗
教
」

を
加
え
れ
ば
、
支
配
の
正
方
形
が
完
成
す
る
。

　　
マ
ル
ク
ス
は
、
「
宗
教
は
ア
ヘ
ン
」
だ
と
言
っ
た
。

　
皮
肉
な
こ
と
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
自
体
も
、
国
家
統
治
の
た
め
の
擬
似
宗
教

に
成
り
下
が
っ
た
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
?
分
析
理
論
の
部
分
と
、
?
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
部
分
に

分
け
て
考
え
た
方
が
分
か
り
易
い
。

　　
?
…
分
析
理
論
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
「
生
産
資
本
の
私
的
独
占
を
通
じ
た
、
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資
本
家
階
級
に
よ
る
労
働
者
階
級
の
疎
外
と
搾
取
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
現
代

の
開
発
途
上
国
・
先
進
国
に
も
、
十
分
当
て
は
ま
る
支
配
構
造
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
の
功
績
は
、
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
科
学
的
に
分
析
し
、
構
造

的
理
解
を
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　　
?
…
だ
が
、
彼
の
失
敗
は
、
先
走
り
す
ぎ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
部
分
に
は
、
科
学
的
根
拠
が
な
い
か
ら
だ
。

　
　
　
「
社
会
主
義
革
命
」
、
つ
ま
り
、
労
働
者
階
級
が
主
体
と
な
り
、
段
階

的
に
、
共
産
主
義
体
制
に
移
行
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
　
　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
現
代
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
時
代
は
、
普
通
選
挙
制
な
ど
整
っ
て
な
く
、

一
部
の
民
族
は
、
人
権
す
ら
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
　
　
そ
れ
ゆ
え
、
選
挙
制
度
が
、
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
た
現
代
で
は
、
「

革
命
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
正
当
性
を
保
ち
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

「
革
命
」
と
い
い
、
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
死
ぬ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
？
？

　　
（
以
上
、
土
屋
彰
久
著
『
教
科
書
が
教
え
ら
れ
な
い
政
治
学
―
現
代
史
ス
ペ

シ
ャ
ル
―
』
よ
り
）

　
そ
れ
ゆ
え
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
部
分
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
批
判
し
て

い
た
空
想
社
会
主
義
そ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
科
学
的
根
拠
を
欠
き
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
の
よ
う
な
、
オ
カ
ル
ト
理
論
で
あ

る
。

　
後
世
の
人
間
は
、
マ
ル
ク
ス
の
、
こ
の
宗
教
的
な
部
分
を
、
熱
狂
的
に
賛
美

し
、
礼
賛
し
た
。

　
実
際
、
ソ
ビ
エ
ト
が
樹
立
し
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

独
裁
で
あ
り
、
巨
大
な
官
僚
国
家
で
あ
っ
た
。

　
ソ
ビ
エ
ト
は
崩
壊
し
た
。

　
崩
壊
後
も
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
い
わ
れ
る
、
新
興
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
す
べ
て
の
資

本
を
独
占
し
て
い
た
。
労
働
者
な
ど
ど
こ
に
も
い
な
か
っ
た
。
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し
た
が
っ
て
、
現
実
を
、
主
義
思
想
で
眺
め
る
こ
と
は
か
な
り
危
険
で
あ
る
。

　
あ
の
国
は
、
社
会
主
義
国
家
だ
と
い
っ
て
も
、
実
状
は
、
た
だ
の
独
裁
主
義

で
あ
る
。
ま
た
、
民
主
主
義
だ
と
い
っ
て
も
、
こ
の
日
本
が
、
果
た
し
て
、
真

の
民
主
主
義
国
家
で
あ
ろ
う
か
？
？
検
察
審
査
会
の
メ
ン
バ
ー
す
ら
教
え
て
も

ら
え
な
い
、
こ
の
日
本
が
？
？

　
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
直
属
の
、
お
上
国
家
で
あ
る
。

　
陰
謀
論
で
、
よ
く
語
ら
れ
る
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
資
産
を
独
占
し
、
金
に
汚

い
、
皆
悪
だ
と
い
う
極
論
に
至
る
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
貧
困
層
は
、
ゲ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
差
別
地
区
に
隔

離
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
低
所
得
労
働
者
で
あ
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に
送
ら

れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
も
、
ほ
と
ん
ど
が
、
極
貧
者
層
で
あ
り
、
支
配
と
は
全
く
無
関

係
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
は
、
一
つ
の
商
売
で
あ
っ
た
の

だ
が
…
ま
た
後
ほ
ど
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
皆
悪
だ
と
い
う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
人
種
は
関
係
な
い
。

　
主
義
思
想
も
無
意
味
で
あ
る
。

　
事
実
が
真
実
を
語
る
だ
け
だ
。
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愚
弄
バ
リ
ズ
ム
【
１
】
（
前
書
き
）

【
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
三
原
則
】

歴
史
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

歴
史
を
偽
っ
て
は
な
ら
な
い
。

歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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愚
弄
バ
リ
ズ
ム
【
１
】

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
『
牛
』
耳
る
、
ア
メ
リ
カ
の
食
肉
業
者
た
ち
。

　
我
々
は
、
日
々
、
そ
の
口
に
食
し
て
い
る
。

　
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
チ
ェ
ー
ン
店
・
フ
ァ
ミ
レ
ス
は
、
特
別
な
表
示
が
な
け

れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
産
牛
を
使
用
し
て
い
る
・
・
・

【
四
大
食
肉
業
者
】

○
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
フ
ー
ズ
（
全
米
豚
肉
ト
ッ
プ
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
オ
ワ
・
ビ

ー
ズ
・
パ
ッ
カ
ー
ズ

○
タ
イ
ソ
ン
・
フ
ー
ズ
（
全
米
チ
キ
ン
王
者
）
　
↓
（
買
収
）
↓
　
　
Ｉ
Ｂ
Ｐ

（
世
界
最
大
の
精
肉
業
者
・
ア
イ
オ
ワ
州
）

○
コ
ン
ア
グ
ラ
　
　
↓
（
買
収
）
↓
ア
ー
マ
ー
（
２
０
世
紀
の
ビ
ル
ゲ
イ
ツ
、

穀
物
商
社
）

○
カ
ー
ギ
ル
（
貿
易
自
由
化
の
最
大
勢
力
）
↓
（
買
収
）
↓
世
界
第
二
位
の
穀

物
商
社
コ
ン
テ
ィ
ネ
ン
タ
ル
・
グ
レ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
（
買
収
）
↓
山
一
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
（
山
一
證
券
の
子
会
社
）

●
コ
ン
テ
ィ
ビ
ー
フ
　
　
　
（
コ
ロ
ラ
ド
州
）
　

●
カ
ク
タ
ス
・
フ
ィ
ダ
ー
ズ
（
テ
キ
サ
ス
州
）

●
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ミ
ル
ズ

。
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【
そ
れ
ら
の
肉
を
扱
う
・
米
飲
食
企
業
】

○
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
　
○
ピ
ザ
・
ハ
ッ
ト
　
○
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
チ
キ

ン
　
○
バ
ー
ガ
ー
・
キ
ン
グ
　
○
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
・
・
・

【
事
件
】

２
０
０
２
年
７
月
　
『
コ
ン
ア
グ
ラ
・
ビ
ー
フ
』
社
の
肉
か
ら
、
Ｏ
－
１
５
７

が
検
出
さ
れ
る
。
回
収
す
る
も
、
そ
の
廃
肉
を
、
ス
パ
ゲ
　
ッ
テ
ィ
な
ど
の
ミ

ー
ト
ソ
ー
ズ
に
利
用
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
・
・
・

２
０
０
３
年
１
２
月
　
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
農
場
で
、
狂
牛
病
に
感
染
し
た
牛
が

発
見
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
の
こ
と
。
隠
蔽
に
奔
走
。
「
ダ
ウ
ナ
ー
牛

（
だ
め
牛
）
」
だ
と
説
明
。

　
農
務
長
官
ア
ン
・
ヴ
ェ
ネ
マ
ン
と
通
商
代
表
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
ー
リ
ッ
ク
（
現

世
銀
総
裁
）
が
、
密
着
し
、
「
狂
牛
病
問
題
」
の
隠
蔽
に
骨
折
っ
て
き
た
。

　
ヴ
ェ
ネ
マ
ン
農
務
長
官
は
、
検
査
す
る
牛
の
数
を
、
二
万
頭
か
ら
四
万
頭
に
、

引
き
上
げ
る
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
４
年
七
月
、
牧
場
で
死
ん
だ
異

常
牛
の
ほ
と
ん
ど
が
、
検
査
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
全
米

中
を
驚
か
せ
た
・
・
・

　　
ま
た
、
コ
ン
ア
グ
ラ
の
精
肉
工
場
で
は
、
同
僚
６
人
を
射
殺
し
て
、
犯
人
が

自
殺
す
る
猟
奇
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
肉
の
処
理
工
場
は
、
不
潔
さ
と
、
そ

れ
を
消
毒
す
る
薬
が
氾
濫
し
、
そ
れ
を
見
た
ら
、
輸
入
肉
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
ほ
ど
の
光
景
だ
と
い
う
。

　　
こ
う
し
た
食
肉
業
者
は
、
『
全
米
肉
牛
生
産
者
協
会
』
や
『
肉
牛
畜
産
振
興

会
議
』
を
結
成
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
、
貿
易
自
由
化
の
ロ
ビ
ー
活
動
ど
こ

ろ
か
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
入
り
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
タ
イ
ソ
ン
フ
ー
ズ
の
顧
問
弁
護
士
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
レ
ア
は
、
ア
ー
カ
ン
ソ

ー
州
知
事
ク
リ
ン
ト
ン
を
担
ぎ
出
し
、
パ
メ
ラ
・
ハ
リ
マ
ン
女
史
と
と
も
に
、
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ク
リ
ン
ト
ン
の
大
統
領
選
挙
を
支
援
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ー
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
と
も
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
占
拠
。
そ
の
時
の
、
財
務
長

官
ロ
バ
ー
ト
・
ル
ー
ビ
ン
は
、
シ
カ
ゴ
取
引
所
で
、
飼
料
穀
物
の
取
引
を
支
配

し
て
き
た
男
で
あ
る
。

　　
な
ぜ
、
貿
易
自
由
化
を
促
進
す
る
の
か
が
、
こ
れ
で
氷
解
す
る
は
ず
だ
。
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愚
弄
バ
リ
ズ
ム
【
２
】

　
こ
う
し
た
、
自
由
貿
易
が
広
ま
れ
ば
、
日
本
の
企
業
以
上
に
、
人
材
も
資
源

も
恵
ま
れ
た
、
欧
州
多
国
籍
企
業
が
、
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
る
の
は
眼
に
見
え

て
い
る
。

　
そ
の
頂
点
に
立
つ
の
が
、
『
ユ
ニ
リ
ー
ヴ
ァ
ー
』
だ
。

　
あ
ら
ゆ
る
日
用
品
を
扱
い
、
あ
ら
ゆ
る
食
品
を
扱
う
『
ユ
ニ
リ
ー
ヴ
ァ
ー
』

は
、
あ
の
お
馴
染
み
の
貝
殻
マ
ー
ク
『
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
』
の
兄

弟
会
社
で
も
あ
る
。
日
本
の
大
手
石
油
会
社
『
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
』
は
、
そ
の

子
会
社
で
あ
る
。

　
『
ユ
ニ
リ
ー
ヴ
ァ
ー
』
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
企
業
で
あ
っ
た
『
リ
ー

ヴ
ァ
イ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
』
（
リ
ー
ヴ
ァ
イ
・
コ
ー
エ
ン
）
と
『
マ
ー
ガ
リ
ン
・

ユ
ニ
』
が
経
営
統
合
し
て
で
き
た
会
社
。
そ
の
『
リ
ー
ヴ
ァ
イ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
』

は
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
フ
リ
カ
（
Ｕ
Ｆ
Ｃ
＝
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ

ａ
 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
）
を
所
有
し
て
お
り
、
文
字
通
り
、
ア
フ
リ
カ
を
支
配

し
て
い
た
。

　　
こ
の
よ
う
な
戦
前
か
ら
、
世
界
を
支
配
し
て
き
た
欧
州
企
業
に
、
戦
後
か
ら
、

よ
う
や
く
、
発
達
し
て
き
た
日
本
の
よ
う
な
企
業
が
敵
う
わ
け
も
な
い
の
で
あ

る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
欧
州
企
業
は
、
ほ
ぼ
、
あ
ら
ゆ
る
会
社
が
親
戚
で
あ
り
、
そ
の

中
枢
に
君
臨
す
る
の
が
、
か
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
で
あ
る
か
ら
だ
。
彼
ら
は
、

金
融
か
ら
食
品
、
そ
し
て
原
子
力
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
、
そ
の
手

中
に
収
め
て
い
る
。

　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
関
税
貿
易
一
般
協
定
）
で
、
誰
が
得
を
し
た
か
？

ア
メ
リ
カ
に
巣
食
う
穀
物
商
社
た
ち
で
あ
る
。

　
○
カ
ー
ギ
ル

　
○
ル
イ
＝
ド
レ
フ
ェ
ス
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○
コ
ン
テ
ィ
ネ
ン
タ
ル
・
グ
レ
イ
ン

　
○
ブ
レ
ゲ
　
○
ア
ン
ド
レ
　
○
ア
ー
チ
ャ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

こ
の
中
で
も
、
ず
ば
抜
け
て
い
る
の
が
、
『
カ
ー
ギ
ル
』
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
実
態
は
、
秘
密
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
隠
さ
れ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
の
住
民
で
さ
え
も
、
そ
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
の
方
が
多
い
。
こ
の

秘
密
穀
物
会
社
に
、
資
金
を
与
え
て
い
る
の
が
、
チ
ェ
ー
ス
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

銀
行
・
・
・
そ
の
会
長
が
、
世
界
皇
帝
と
謳
わ
れ
る
「
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
」
で
あ
る
。
彼
は
、
新
生
銀
行
の
社
外
取
締
役
で
も
あ
っ
た
・
・
・

　　
さ
て
、
こ
う
し
た
巨
大
穀
物
企
業
の
背
後
に
い
て
、
同
じ
く
ら
い
の
力
を
も

つ
の
が
、
穀
物
を
保
存
す
る
た
め
の
「
倉
庫
」
を
所
有
す
る
製
粉
企
業
な
の
で

サ
イ
ロ

あ
る
。
製
粉
企
業
は
、
四
つ
の
“
家
族
”
に
牛
耳
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
の
“
家

族
”
は
、
一
つ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。

　　
○
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
家
（
↓
　
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ミ
ル
ズ
副
社
長
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）

　
○
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
家
　
　
　
　
⇒
　
（
全
米
精
米
業
者
協
会
）
　
⇒
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ベ
ル
（
大
統
領
農
政
委
員
会
）

　
○
ク
ロ
ス
ビ
ー
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
ベ
ル
家

 
　
な
ぜ
、
製
粉
会
社
が
、
「
精
米
」
な
の
か
？

『
全
米
精
米
業
者
協
会
』
と
は
、
通
称
、
Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
 

Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
'
 

Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
－
Ｒ
Ｍ
Ａ
　
で
あ
る
。
Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
と
は
、
「

製
粉
業
」
の
意
味
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
さ
な
米
業
界
の
資
本
家
に
介
入
し
、

「
米
の
自
由
化
」
か
ら
、
日
本
と
の
交
易
に
穴
を
開
け
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ

る
。

　
勿
論
、
日
本
の
外
交
官
は
、
知
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
・
・
・
『
全
米
精
米
業

者
協
会
』
に
、
カ
ー
ギ
ル
の
子
会
社
ト
レ
ー
ダ
ッ
ク
ス
や
、
ル
イ
＝
ド
レ
フ
ェ
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ス
、
ア
ー
チ
ャ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
い
う
小
麦
・
穀
物
の
巨

大
商
社
が
名
を
連
ね
、
米
の
み
な
ら
ず
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
農
産
物
の
自
由
化

を
狙
っ
て
い
た
こ
と
を
・
・
・

　　
ガ
ッ
ト
で
、
日
本
に
大
き
な
圧
力
を
か
け
た
の
は
、
以
下
の
人
物
た
ち
で
あ

る
。

○
カ
ー
ラ
・
ヒ
ル
ズ

（
『
ア
ン
ハ
イ
ザ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
社
（
あ
の
バ
ド
ワ
イ
ザ
ー
の
会
社
）
』
の
重

役
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ル
ズ
の
妻
）

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
子
会
社
『
ブ
ッ
シ
ュ
農
業
資
源
社
』
⇒
　
全
米
精
米
者
協
会
　
に
加
入
し

て
い
る

○
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ビ
ル
（
国
際
小
麦
会
議
の
ア
メ
リ
カ
代
表
、
精
米
会
社
『
ラ

イ
ス
ラ
ン
ド
・
フ
ー
ズ
』
の
社
長
）

こ
う
し
た
実
態
を
、
日
本
人
は
知
ら
な
い
。

彼
ら
は
、
国
の
利
益
を
代
表
し
、
“
経
済
上
の
平
和
”
、
“
人
類
の
協
調
”
を

目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

簡
単
に
言
え
ば
、
自
分
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ

る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
外
交
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
か
ら
だ
。

金
融
、
食
品
、
薬
品
、
自
動
車
、
航
空
機
・
・
・
す
べ
て
が
、
欧
米
で
は
、
地

脈
で
つ
な
が
り
、
た
と
え
、
後
継
者
争
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
利

権
と
い
う
“
一
本
の
鎖
”
で
つ
な
が
り
、
な
に
か
あ
れ
ば
、
資
金
を
糾
合
し
て
、

こ
の
地
球
全
土
に
、
利
益
を
拡
大
す
る
機
会
を
狙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、
容
易
く
唱
え
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

特
に
、
農
産
物
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
必
要
な
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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